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手探りて瞬始めたニッポンカッフ･国

際ヨットマッチレースも今回で5回

目をむ力,えた。

アメリカスカッフ。本番を来年にひか

え､オリンピックでのﾏｯﾁﾚｰｽ

の採用、日本水域で､のマッチレース

の開催などムードが高まった中で行

われた今大会は、内外から注目され

た。主催クラブの葉山マリーナヨッ

トクラブ（以後HMYCと略す）も例

年のごとく会員を動員して準備万端

ととのえ本番を迎えた。

前回までの経験を踏まえギャラ

リーに海から、陸からマッチレース

を楽しんでもらうため、以下の3点

を変更した。

①アメリカスカッフ･挑戦の各国シ

ンジケートからスキッパーを招

待すること。

②逗子湾の奥まて、コースをひくこ

と。（あぶずり港への水路の確

保と披露山下の暗岩を避けるた

め中間にゲートを設けた）

③マッチレースのトレンドでもあ

り、マーク回航を面白くかつ見

やすくするため下スタート、時

計回り2周流し込みフイニッ

シュとする。

前述のごとく今回はアメリカス

カッフ。の前の年で､もあり、多くのア

メリカスカッフ。キッパーを招待しよ

うとのことで、今回に限りホストク

ラブて甑あるHMYCの枠を提供。そし

て招待スキツパー7名と日本代表1

名でニッポンカッフ･のクリスタルト

ロフィを賭け、YAMAHA34Sの

新艇を使用してイーブンコンディ

ションのもと、4日間の戦いが始
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決勝第｜レース，コステキが差をつめる

まった。

招待スキーパーは第1凹からの参

加て｡ワールドマッチレースランキン

グ第1位のディクソン（ニッポン

チャレンジ)、同第2位のギルモア

（豪）、コステキ（米）、パジョ

（仏）ケイヤード（伊)、カンポス

（西)、南波（ニッポンチャレンジ）

と浜名湖のう･しﾆｯポﾝｶｯﾌ。と世l

内予選を勝ち抜いて来た高木の8

チームである。

国内予選は浜名湖の29チームから

勝ち抜いてきた6チームと、HMY‐

cの代表2チームで､、本職1週間liij

の11月2･3に本戦と|両lじ艇・コー

スで行われ、決勝戦て､､戸谷チームを

2勝1敗て浄破った高木チームが初,'l｣1

場となった。本戦は別表のごとく

ピーター・ギルモアが2度目のニッ

ポンカッフ・を獲得した。全般に風が

弱かったにもかかわらず(MAX-

8m/s)各マッチ共、来年のアメ

リカスカッフ･を意識してか、随所に

さすがと思わせるマッチレース特有

のテクニックを使っての接近戦が兄

4

られた。特にスタートliijのマニュー

バリングとマークII11航時は凄まじく

一瞬たりとも気が抜けない状態で、

殺気すら感じられた。例えばギルモ

7VSコステキの決勝輔l職は、ス

ター|､liijのマニューバリングて．コス

テキにペナルティーを与え、一気に

人差をつけて上マークをlIIlった。し

かし、コステキの走らせ方は流ｲiて’

J24欧洲チャンピオン、ソウルオリ

ンピック．ソリング級銀メダルリス

トにｲ;||応し〈、フィニッシュl昨には

その差をあわやと思わせる数秒まで、

iii'iめきた。コステキは年齢も27才と

ｲ'1:〈、マッチレースの経験を枕んだ

ら案lli!iらしい選丁-になると'IJ,わせる

片鱗を兇せてくれた。（今大会て’は

ギルモア、ディクソンらがｲ1錨ﾄけて

もあえて接近戦を避けてスピードで、

勝負している様に兄えたが)。

それにしてもll本選手のレベルは

まだまだで､、南波にしても商木にし

てもそれなI)に良く走ってはいるが

勝てない状態て､あった。これはマッ

チレースのJ1f礎で､ある「前に11l',たら

徹底的に押さえること』が甘く、また

外|玉|選~rに兄られるような「何がな

んてゞも勝つ」という気概・気迫も欠

けてることが原因ではないか。

今II1|もミニFM局(JONZ-FM)

と、NHK総合TVが全国放映したの

で、NORCの会員諸兄も海からまた

茶のiHlにて楽しまれたことと思う残
今II1|の新技術は1号艇と2号艇に‘

城したGPSによるリアルタイムの

航跡衣示て､､ある。これにより今まで

以上に2艇の位置関係、‘駆け引きが

､ﾄﾘI)、今後のマッチレースTV放送

の1つのスタンタ翻－ドになるのて､あ

ろう。

雌後に印象的で感激したのは、

テ､イクゾンを準決勝て破り、決勝で、

1勝1敗の後コステキに勝って優勝

した瞬Ⅲlのギルモアの嬉しそうな顔

とフォグフォーンの!|｜を選手、ジュ

リーが本部艇に手を振ってハーバー

に戻って行く時で､あった。これは選

手、ジュリーと我々コミッティ側と

の信綱對係の呪れて､あり、これで数

力'川H1の苦労も報われた。
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高気圧にみまわれ、第5レースは成

立せず、最終日の4日に5レース、

6レースが行われる予定となった。

しかしながら、最終回も好天に恵

まれたものの、微風。8:00スタート

から12時近くまで､まったく風の出る

気配もなく、4レースのみが消化さ

れる結果となった。

国際50フィートヨット協会のルー

ルによると、4レース消化されれば

試合は成立となるため、最終日の

レースが行われなくても総合順位が

決定されることになった。

この4レースのみの大会て､優勝し

たのは、「マンドラーケ」（イタリ

ア）で､あった。このヘルムスマンを

努めたのは、昨年「アブラカタ、ブ

ラ」のヘルムスマンとして、ワール

ドカップ･で優勝しているジョン・ユ

リウスだった。

国際50フィートヨット協会日本支

部会長、盛田正敏氏の「チャンポサ

V1I｣(日本）も善戦したが、第4位に

とどまった。

「'91国際90フィート・ワールド

カップ。・インジャパン」に出場した

13艇は、この後日本を離れ、1992年

のサーキットの為フロリダ､に送られ

ることになっている。1992年には、

これらの艇は、北アメリカとヨー

ロッパて．レースをすることになって

いる。1993年国際50フィールド・

ワールドカップ。の最終戦は、この日

本の三浦で開催する予定て鹸ある。各

艇のオーナー、選手達は、再び日本

て，戦う日を楽しみに離日した。

なお年間を通しての本年度総合優

勝が「アブラカタ奪ブラ」に決定した。

４
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１ 蕊

空
拳
蚤
蕊

β
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リ
ドーー
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INTERNATIONAL50'YACHTASSOCIATION

1991WORLDCUPSERIESRESULTS
一

::縦’BOATNAME RACEl RACE2 RACE3
RACE41

MANDRAKE

マンドラーケ

75 ００４
４

３
３
00 ００２
２

Q7目
り･U噂

1

CHAMPOSAW

チーャンポサ

７
７
00 ２
２
00 75 ００４

４
1，庁F

ld，イ0
1

ABRACADABRA

アブラカダブラ

００４
４

75 00 ００５
５

1，庁P

lO，ID
1 4

CONTAINER

コンテナー

００３
３

００６
６

６
６
00 7月

Iu

1貝7月
とuUIU

1

JUNOV

ジュノー

００８
８

００３
３

２
２
00 ００３
３ 16．00

CARATm

カラットⅦ

戸
埼
Ｊ
Ｆ
【
リ

00 ７
７
00 ００８
８

９
９
OC

29．00

INSATIABLE

インセシャブル

２
２
00 ５
５
00 14．00

14

DSQ

０００
０
１
１ 31．00

FUJIMO

フジモ

０００
０
１
１

10．00

10

YMP

Ｆ
Ｄ
一
。

00 ００６
６ 31．00

WINDQUEST

ウインドクニスト

００６
６

14．00

14

DSQ

７
７
00 ００８
８ 35．00

11H1日～11月4日にかけて開催

された「50フィート・ワールドカッ

プ・インジャパン」最終戦は、神奈

川県三浦佐島沖で幕を閉じた。

最初の2日間、1レース～4レー

スまでは、風のコンディションも良

く、世界最強のヨットマン達の熱戦

がくりひろげられた。しかし、3日

目は秋晴れの好天に恵まれたものの、

PROMOTIONW ００９
９

００８
８

14．00

14

DSQ

００７
７ 38．00

○

プロモーション

DIANE

ダイァン

００２
２
１
１

００９
９

10．00

10

YMP

００２
２
１
１ 43．00

CAPRICORNO

カブ｡リコルノ

14．00

14

DNF

14．00

14

DNF

９
９
00 ００１
１
１
１ 48．00

WILL

ウイル

００１
１
１
１ ’

14．00

14

DSQ

14．00

14

DNC

14．00

14

DNC

53．00
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冬から夏へ向うホットな戦い
昨年に引き続き、トーヨコグルー

フ･が冠協賛となった、ジ､ヤパンーク，

アム・ヨットレースのエントリーが

IO*Rに締め切られ、iik終的な出場

艇が決定した。

12月26日油壺沖からスタートする、

このレースにエントリーに名を連ね

たのは10艇。その1I1には、昨年に続

いてV2を狙う“摩利支天.，、

NORC石原慎太郎会長の“コンテッ

~X"、さらにこの今夏の鳥羽レー
スで完全優勝の“ラッキーレディ

V''などが含まれており、全長10.50

mから21mを越える大小さまざまな

参加艇が、それぞれ附夏の島ク，アム

を｜|指す。

‘‘摩利支天”は全lm、驚異的な

コースレコード(51120時間19分32

秒）を記録。今年は、｜､ランスパッ

クて'総合3位に入るなど積極的な動

きを見せており、今1m1、どのような

走りを見せるかが注|｜される。IO

Rクラス優勝候補の筆頭て識あろう。

一方、本レース第llul目のレース

委員長を努めた、朝河清オーナー

は、出場艇中最小の“ハーフタイ

ム”て鹸挑戦。同艇は、｜｣本海レース

て完全優勝しているだけに見逃せな

い。IORクラスは、この2艇に今

'11|挑峨の“マリン・マリン”の3艇

て､､競われる．

IMSクラスは総勢7艇。前記の

“ラッキーレディV''をはじめ、関

西て､調子を上げ､ている“メイセ

アー”や89年のハワイ～広島レース

で総合優勝の“カゲロウ”などが気

になる存在。これらに、4Hに進水

の“コンテッサX''が加わり、その

走りが注Hされる。オーナーの石原

会長も、政務の都合がつけば参加の

予定とのこと。当然、IMSクラス

の優勝候補である。

|､一ヨコカッフ｡

ジャパンーク、アム

ヨットレース

'92開催概要

振催：㈱日本外洋l1ﾘL北協会

共菅：マリアナスヨッ|､クラブ

油壺ベイヨッ|､クラブ

協焚：トーヨコク叡ルーフ。

後援：グアム政府観光局

協力：コンチオ､ンダル航空

スタート:12月2611｣[午

liij夜祭:12月2511

シーポニアヨットクラフ、

表彰式：1月511

パシフイックスターホテ

ル（クゞアム）

トーヨコカップジャパン→グアムヨットレース’92
出場艇LIST

IORクラス3艇

劃
YACHTNAME SAILNo TYPE

N/M68MARISHITEN 3826

MARINEMARINE 4051 YOKOYAMA39

HALFTIME 3001 YOKOYAMA35

IMSクラス7艇

YACHTNAME SAILNo TYPE

MEISEIR 4230 FW.1.10TT12

CONTESSAX 188 FRERS48

LUCKYLADYV 4591 SAYER12

TAKA 328 1JRRRY47

MOREJOYSIETE 386 BNT41S5

KITTY 3342 VDS71

KAGOME 4066 スタイマン46

OWNER

武田勝彦

山村俊太

朝河

OWNER

＝

<月

金田直己

石原慎太郎

稲葉文則

水ﾉ|｜秀三

石川幸久

山内広光

和気五一郎

RATING クラス 所属

69．72 I 関 東

30．11 Ⅱ 広島・布刈

25．93 Ⅲ 三浦・シーポニア

GPH･ﾉ､ﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟ 所属

554．60 大阪

557.50 三浦・油壺

576．70 熱 海

横浜

三浦・油壺

大阪・堺

岡山・牛窓

(1991.11.15)
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小名浜～大洗外洋ヨットレース

と,"弥靱”優勝までの足跡NORC常盤童”
ホームポートの霞ヶ浦て

第7回小名浜（福島雌）～大洗

（茨城県）外洋レースの現在まで､の

結果と、“弥勒”優勝まて､､の足跡を

1ﾘけ足て､､レポートします。

そもそも’83，’84に小名浜マリー

ナの早期完成を願って、新井洋一氏

（現大阪新空港のおえらいさん）

手作りの悠子杯（子宝に恵まれな

かった新井氏が、ようやく誕ﾉ|冒した

災女の名前）がなかなかll'!米ないマ

リーナと合わせて願い、記念した

レースに端を発します。柵ﾙも.茨城

県の両県にまたがる約45マイルの

レースて､、師年ファースI､ホーム賞

（はやくできるて．しよう？）て､ある

悠子杯の争奪戦となります。
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レース結果を兇ると、Inil'Iい事に

､'1レースのホスl､役の人洗フリート

の艇が、まだ1度も登場していませ

ん。"WAVE''(DOG.42111ナチ）、

‘‘マドンナ”（|Ⅱオケラ）など大型

艇を配しているのて､..…･･それに反

して我等霞ケ浦からの陸送糸II(ノバ

と弥勒）が小まめに僻まれていま

す。’89のレーはスタート直後から

一

一
一

一
一
一
一
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計舞鷺一
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本年までのレース結果（悠子杯）

年度

1983

1．984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

1991

艇名 艇種 う｡ロフィールホームポート

松風 小名浜 小名浜を中心とするショートレースヤマノ､､スカン'ピ

現常盤支部長松井利簡氏オーナー小名浜松風 ヤマハスカンピ

第1回小名浜～大洗外洋レース自設計自作1/4那珂湊モンスター

那珂湊 鳥羽レース遠征艇ST-30ブーメラン

霞ヶ浦 ヘルムに紹介されたカスタムレーサーノバ40 HAYA-30

千葉県柏の構内兄弟の新艇那珂湊 YOKO-30シーズン

小名浜 輸入艇45？ 明星大学所有艇ECHO一Ⅱ

那珂湊 ノバが狙った2連勝をものにするYOKO－30シーズン

'90の2位に続きようやく勝たせてもらう弥勒 霞ヶ浦 U-30自作



強風になる、“ノパ”はディスマス

トなど、微風から強風まて､､の本当の

意味て騨の外洋レースを我々は楽しん

で､おります。

不思議な事に小名浜～大洗外洋

レースは、手作りの悠子杯らしく、

記念すべき第1回は“モンスター”

（クォータートンクールドを狙った

同設計、向作の艇）て､すし、第7回

のNORC常磐支部設立記念レース

も、“弥勒"(V-30、自作の艇）

というのも何かの因縁て､､はないかと

梨っています．

我々弥勒グループは、当時霞ケ浦

てゞミニトンを'l｣心に活動していたグ

ループ。て､､、’85年の第ll''lのレース

には情報が入らず不参加て､､、安藤氏

が手中にした思いを必ず我々のもと、

一念発起して、ミニトン(V-23)

て鹸エントリーしたいと考え、小名浜

の松井氏に連絡すれば、24フィート

で､なければだめて､､すとの冷たい話で、

した。それで､はと自作の強みで、1

大浜フェリーターミナルでの表彰式

|I

フィートのう｡レーニンク舗ボードを2

隻分、{@ADONIS-JR''と“TAKE

FIVE''のものを徹夜に近い状態で作

り、ようやく初エントリーとなりま

した。以来'89年の第5m1まて､､、ミ

ニトンで頑張りました。その結果、

今年も帆走指示書の中に、一行23

フィートの艇てゞも実績のある艇は参

加資格があると記せられていました。

そもそもアルコール変調のパー

ティの席で、悠子杯の生みの親の新

井氏に「手作りの杯は、手作りの艇

で取る」と宣言してしまう。1111をど

う間違ったか、4人の共同オーナー

て’スタートした“弥勒''(V-30)

は、昨年の春進水後、初陣の鳥羽

レースで､は、〔1いセイルて､､御liii埼の

凪につかまるまでは、ハイテクセイ

ルの1クラス上の艇まで、1隻2隻

と抜く走りをし、べタ凪ﾀﾞﾚｰドがる

タ，クロンを横|'で見ながら、ハイテ

クセイルの艇に抜かれて、皆て､､大喜

びをしました。地元の初陣の小名

浜～大洗レースのでは、またもや微

肌のレース。ハイテクセイルの

0F応"“f

“シーズン"(YOKO30)に勝を

奪れ、今年は昨年よりも研き込んだ

ボトムて､白いセイルままエントリー

し、そのボトムのi'ルリが今回の優勝

に結びついた様て､､す。

今後小名浜、大洗共にマリーナが

完成すれば、艇の大型化及びハイテ

ク度の激化が予想されます。しかし

ながら、何しろ手作りの悠子杯で魂

風神様やポセイドン様は粋な事を2

回もなさったのて､､すから、何かの記

念になるイベン|､の時には、手作り

の艇に勝利の女神が微笑むと,W,って

信じて疑いません。

もう古い話になりますが、“チタ”

の|、ツフ。引き（第ll''1レース専門優

勝）など、例がない訳ではありませ

んからオ､･…．。

今度また皆様とレースでお会いす

る時には、向いセールて’も、ボトム

だけはパーフェク|､な手作りの艇が

いる事をお忘れなく。

弥勒グループ共同オーナー伊藤猛
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NORC東海支部広報河内道夫

毎週末の台風襲来で､、せっかくの

|*llにセーリングル,米ず、いささか

うんざり気味の各フリートて．したが

911221jのレース当日は、幸いにも

そのスキ間をぬい、久しぶりに陽射

しの強い、ビールのおいしい1lとな

りました。

三河湾の西浦半島沖に、三il'I湾1i'1

辺から32艇の参加艇（レース艇、ミ

ニI､ン、クルージング艇）が集まり

ました。

『デニスコナー・カップ。」は、昨

年、あのアメリカズ､カップ。の勝者．

デニスコナー氏が来IIし、支部の東

海フェスティバルで講櫨をしていた

だいた折りに、記念のレースに対し

て氏から寄贈されたものて炉す。支部

て識はⅡ本て醗初めて、いや111界て、初め

ての『デニスコナー・カップ｡」を大

りjにしていきたいと思っております。

レースは南'ﾉﾘの風5mの中、ｵﾘ

ﾝピｯｸｺｰｽ+ソーセージ･

コースの12Mて儒行われました。1|!秋

の名月に当たる''であるため､三降
湾で､はめずらしい潮の影響からか、

久しぶりに30艇ものフリートによる

スタートのためか、2回のゼオ､ラル

リコールとなり、しっかりとスター

ト練習もて、きました。

潮も風の振れもあまり大きくな

かったため、レースフリートは順調

にコースを巡りトップ・艇と雌終艇てﾞ

は周|ﾛl遅れも出ましたが、腕ためし

には適当な風とコースて､、楽しい

レースを行うことがで､きました。

総合成績は@｡JUST6(YOK-

33R)"が優勝しましたが、この秋の

『ジャパンカッフ｡」に出場する艇て､、

このレース終j'後片付けもそこそこ

に三崎にli'lけてll｣!港していきました。



13 0F応"0Rf

スタート1991/9/2211:40西浦沖12マイル風5m/s235-245｡

::|I" 艇一名 艇長 番号｜艇種 値 時 分秒 着順着順
|修正秒

CR 正TAI
位

堀田和正

小林義彦

長谷川富延

丹羽千蔵

国分孝雄

１
２
３
４
５

１
２
３
４
５

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｐ

Ｎ
Ａ
Ａ

６
７
Ｅ
Ｓ
Ｊ

Ｌ
Ｕ

記
Ｄ
Ｌ
Ｇ
Ａ

Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｕ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｅ

Ｊ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
Ｔ

YOK-33S

TAK－42

N/M-40

IMS9,5

X－119

１
０
２
４
５

４
０
０
５
９

８
６
１
８
２

３
３
４
３
４

５
０
０
０
０

３
５
３
３
２

ｂ
■
●
◆
①

８
０
０
８
０

１
１

１

２
４
８
９
８

１
１
１
３
３

■
●
■
■
●
ｂ
●
ｇ
ｚ
■

８
０
１
９
３

３
３
３
３
３

■
■
■
■
◆
守
り
令
■
■

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

６
２
３
７
５

０
８
１
１
３

３
８
９
３
９

６
５
５
６
５

８
２
４
３
８

６
４
１
９
９

４
４
４
３
２

佳
敏
彦
士

卓
行
丈

築山

五藤

渡辺

河辺

６
７
８
９
０１

１
２
６
７
３

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ Ｎ

Ｉ

ＥＥＵ

Ａ
Ａ
Ｒ
Ｑ

Ｒ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｋ
ＡＩ

Ｍ
Ｒ
Ｒ
Ｎ
恥

Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｒ

Ｒ
Ｌ
Ａ
Ｌ
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｃ

YAM-30SII

YAM-31S

FARR－43

LODGA-38

YAM-31S

４
２
０
４
１

７
４
１
３
１

３
５
２
６
１

４
４
２
２

５
５
０
０
０

２
７
０
２
９

◆
●
①
。
、

７
７
１
２
７

１
１

７
７
０
３
２

２
３
３
３

ｑ
６
Ｇ
。
■
Ｕ
●
ｂ
も
甲

６
４
２
８
４

４
４
３
２
４

■
①
。
Ｇ
■
■
守
令
Ｐ
■

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

０
９
４
１
８

１ ７
１
０
１
８

９
５
４
３
０

２
２
２
２
２

７
４
０
２
０

５
４
８
６
４

６
６
５
５
６

川島

矢野

竹内

壁谷

畔柳

嗣
邦
靖
雄
治

浩
敏
繁
誠

９
６
７
８
７

０
０
７
０
７

０
７
１
７
４

４
３
４
１
４

SWING-31

YOK－32

YOK－32

YOK-29

YAM－23Ⅱ

５
０
０
０
０

４
４
６
８
４

●
ａ
●
ｅ
◆

７
７
７
６
５

４
３
２
４
３

３
３
４
３
２

守
昏
Ｇ
５
■
●
ｄ
勺
。
■

７
８
３
８
９

４
４
５
５

３
３
３
３
４

１
１
１
１
１

１
３
８
０
８

５
５
４
７
１

６
６
６
６
７

８
３
６
４
７

５
２
４
７
４

１
１
２
２
３

11

ln

一上乙

13

14

15

４
５
６
７
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ

リバーアイランド

長良

NARUMI-7

SAIKI

ef

１
２
４
６
１

１
１
１
１
２

壁谷

藤山

大矢

田中

長坂

己
男
隆
子
収

辰
卓
雅

７
８
８
４
５

１
３
６
６
４

６
６
６
６
６

５
１
３
５
４

１
９
５
５
１

５
５
７
７
８

BEN-385S5

SVING-34

YAM－30S

NISSAN-30

YAM－30R

５
０
５
０
０

９
０
８
０
７

８
８
６
７
７

９
７
９
３
４

５
２
２
３

１
７
６
５
２

５
５
３
３
４
４
４

１
１
１
１
１

３
５
０
９
８

１
１
２
１
１

８
９
８
９
ｍ

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

１
１
１
１
４

７
０
１
１
４

３
６
２
８
３

４
４
３
３
３

６
７
８
９
０

１
１
１
１
２ Ｅｖ

ｕ
Ａ

Ｏ
Ｅ
Ⅲ
Ｗ

Ｙ
ＲＵ
Ｏ
Ｒ

ｙ
オ
Ｃ
Ｇ
Ｅ

Ｘ
マ
Ｒ
Ｅ
Ｐ

ｅ
リ
Ｅ
Ｕ
Ｕ

Ｓ
ハ
Ｍ
Ｆ
Ｓ

４
０
８
２
７

３
７
２
２
３

８
８
０
３
７

１
１
１

雄
一
猛
己
治

隆
錦
和
資

Ｌ
Ｌ

Ｒ
ｗ
弧
弧
那

訓
宅
宅
宅
宅

雁
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

０
０
０
０
０

８
４
４
１
４

７
５
５
５
５

０
６
４
２
３

３
４
３

２
８
０
８
２

１
２
２
３

■
■
。
■
旬
■
■
Ｆ
■
甲

４
４
４
４
４

１
１
１
１
１

７
２
３
５
８

１
２
２
２
２

３
８
８
０
８

４
１
１
３
１

６
７
７
７
７

田
垣
藤
藤

山
稲
近
滝
近

Ⅶ

Ｓ
Ｂ

Ｈ
Ｉ
Ｘ
・
フ

Ａ
Ｍ
Ｕ
ク
＆

Ｏ
Ｒ
Ｒ
プ

Ｎ
Ａ
Ｃ
ク
記

７
８
５
２
４

６
２
１
１
１

１
７
１
１
１

４
３

１
２
３
４
５

２
２
２
２
２

Ⅱ
２
３
４
５

Ｂ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ

『奉唱弾'
懸罰罰､唱
醗鞍､野uh

費蒸曙』L

牧野

石川

市川

日置

吉川

保
雄
勇
昭
哉

信
敏
治

YAM-30SII

YAM-30R

TAK-31C

YAM-2311EX

ソレイユポン

１
２
３

４
１

●
４
■
●
■
ｑ

ｌ
８
０

２
２
３

４
４
４

１
１
１

４
６
７
Ｆ
Ｆ

２
２
２
Ｎ
Ｎ
Ｄ
０

５
１
０
８
４

５
５
５
１
１

６
６
６
７
７

１
０
３

４
７
１

８
２
４

１
２
２

０
５
０
０
０

３
４
５
４
５

７
７
７
５
５

７
８
４
３
０

３
９
８
１
１

０
３
４
１
１

４
３
３

６
７
８

２
２
２

２
３
４

１
１
１

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｏ

ミーティア

C2

うらな象Ⅶ

HORIZON

夏杓

》
謬
晶
凝
群
賦
識
鍛
慰
部
一

無
王
釦
騨
輯
…
ｆ
罰
唱

一

８
８
１
７

１
１
７
１

７
７
６
６

岡本和秀

佐藤英次

長谷川五男

荻須文一

YAM-2311

YAM-25MLIB

SWING－28

X－99

０
０
５
５

４
Ａ
〃
９

５
５
６
８

Ｆ
Ｆ
Ｃ
Ｃ

Ｎ
Ｋ
Ｎ
Ｎ

、
Ｄ
Ｄ
、

６
３
８
４

１

３
０

１

１
０
４
４

FINCA

YAKO3

CORRER

パラフレニアン7

Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ａ

NORC総会等諸会議及び関東支部総

会等会議のご通知

1300～14001MI束支部､|え成4年度第1回代議員会

1400～15001iill 第1m1総会

NORC理事会、代砿此総会

1_1時､ド成4年2)12211uj

1300～1440"118II1I理事会

1440～1540第141111代議員会

1540～1610第ll91I!l理事会

1610～1700第361'il代議員会

場所NORC、関來支部両会議とも下記会議場

国立教育会館束)j(梛~｢･代1I~l区霞ヶ関3-2-3

TblO3-3580-1251(文部禰隣、地ド鉄虎ノ門下車）

例年のとおり~I､記の会議が開催されます。今1I11の議題

は、］'算決算の審議及び任期満了に伴う新哩嶋の専任等

重要案件がありますのて鹸、会員各位におかれては、万

障繰り合わせのうえご出席をお願いいたします。

NORC専務理事清水栄太郎関東支部長並木茂士

関東支部代表部会総会

11時、'2成4年2月15n(i)
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第29回小網代力ツブレース成績表
1.0.Rクラス 91.11.23スタ-}(11時0分）足醗65Mレース委員長平賀威（かまくら）副委員長吉岡久光（湖券）

竜王回
航時刻

修
時

修正

順位

正
間

Owner

Name

Rat

lng

フィニッ

シュ時刻 着順BoatName TvDe TASNO

Ｍ
｜
⑬
一
弘
－
４
｜
妬
一
認
一
調
一
鞭
一
弘
－
１
｜
詔
一
囎
一
ｕ
ｌ
ｕ
－
Ⅳ
｜
鯛

Ｓ
｜
詔
－
５
｜
弱
一
記
一
詑
一
創
一
４
｜
哩
一
調
－
９
｜
、
｜
釦
一
別
－
６
｜
咽

M

15

30

45

20

〒
00

58

15

8

13

20

40

45

14

1

48

Ｈ
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
ｍ
－
ｕ
ｌ
ｎ
｜
Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
哩
一
吃
一
吃
一
過
一
過
一
過
一
過

Ｓ
別
記
過
唱
岨
皿
９
３
１
０
１
３
８
８
１
４
５
２
７
０

４
４
２
２
２
５
３
４
Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｍ
弱
認
似
Ⅳ
５
４
７
２
６
０
７
５
３
２
９
６
０
割
卿
躯
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｅ

１
２
３
３
３
４
５
１
３

Ｄ
Ｒ
Ｄ
Ｄ
Ｒ
Ｄ
Ｄ
Ｒ

Ｈ
配
麗
溺
１
２
２
２
２
２
３
３
３
４
２
４
３
４
５
８
８

Ｈ
｜
昭
一
鴫
一
肥
一
岨
一
岨
一
岨
一
四
一
印
一
別
一
加
一
別
一
別
一
配
一
加
一
別
一
羽
一
創
一
副
一
理
一
羽

海太朗

からす

BOY

千葉育夫

斜森保雄

山田隆

岡本通

硲俊弘

木原和喜

蒲谷和行

高村宏

大谷正彦

岸本忠平

伊藤彰男

杉村直樹

菅野隆

福田義一

内藤恒夫

土橋照泰

白崎健太郎

鈴木康之

戸田宏

藤野真子

吉村茂

藤本達雄

新堀武儀

中野昭

野口隆司

高橋宣博

三宅智久

小板橋博行

ｌ
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
８
ｌ
岨
一
ｕ
ｌ
ｕ
ｌ
媚
一
Ⅳ
’
四
一
別
一
理
一
弘
一
肥
一
記

昼

１
２
ｌ
３
４
５
６
７
８
９
ｒ
ｌ
ｕ
ｌ
吃
喝
一
皿
喝
一
略
Ⅳ
｜
肥
岨
一
加
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０
０
６
８
６
７
２
０
２
４
８
１
４
２
８
６
９
２
１
７
２
２
１
８
８
９
０
７

９
０
０
２
０
４
０
３
８
９
２
２
２
２
１
９
８
１
０
７
８
１
０
７
１
７
１
８

２
５
６
１
３
１
０
５
１
４
２
２
３
４
０
８
３
２
５
６
２
１
９
９
５
３
５
３

３
４
３
４
３
４
３
３
２
３
３
２
４
２
３
３
２
３
２
４
２
３
１
３
４
３
３

farr44

tak38

farr40

far33

yok30sr

tak3/4

farr3/4

tak34

yok33

yak30n

yok32

yok33

yok32s

yok40f

x-3/4

x-99

tak39

sk34

yok31
1nl

yoKdl

dav44

fre45

J33

Yok33r

yam30r

yok30r

tak31f

tok28

７
５
５

０
８
６

５
０
０

３
３
３

恥
一
哩
一
幽
一
以
一
恋
一
皿
一
“
｜
皿
一
配
一
型
一
ｍ
一
皿
一
ｍ
一
噸
一
“

凱
一
卯
一
記
一
ｕ
ｌ
ｕ
ｌ
印
一
塊
一
切
一
記
一
蛇
一
髄
一
別
一
斑
一
ｍ
｜
配

海坊主 24，57 17

RIPLLEm

CHARCHAN

SYLPHIDES

SUMMERKNOWS

KELONIA

ARC-EN-CIELI

ALPHA

梓

APHRODITEJr.

青葉

DONKEY-IMPULSE

紫魂

NADJAW

衣笠

SUNNBLUME

GREATPEOPLE

STAR&STAR

７
２
９
４
２
１
５
３
４
２
２

４
５
５
７
１
６
９
５
９
８
６

３
４
４
４
４
２
２
４
２
０
４

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
29．77 20150．54 1q

ユu 53 19 2024

〔
Ｕ
ハ
ｏ
ｎ
乙
Ｒ
）
Ｒ
）
再
Ｉ
ｑ
〕
庁
ｉ
１
１
Ｒ
Ｕ
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｕ

ｎ
Ｕ
－
’
０
戸
Ｏ
（
ｂ
Ｑ
〕
〔
０
Ｑ
〕
ｑ
〕
再
Ｉ
ｎ
ム
ヘ
ｄ
Ｆ
Ｏ

９
句
０
２
２
３
６
八
Ｕ
刈
孟
ワ
倉
、
ム
ワ
合
寸
上

２
ワ
ム
２
２
局
０
３
３
ワ
』
ｎ
ム
ワ
』
ｎ
乙
２

価
一
皿
一
躯
一
畑
一
皿
一
ｍ
｜
皿
一
ｍ
｜
狙
一
”
｜
”
｜
麺

型
一
虹
一
証
一
弱
一
郎
一
沌
一
弘
一
認
一
配
一
蛇
一
祀
一
的

妬
一
印
一
記
一
釦

皿
一
皿
一
Ⅳ
｜
Ⅳ

ｕ
｜
“
｜
弱
一
町

調
一
肥
一
盟
一
岨

羽
一
鱒
－
８
｜
虹
一
脈
一
叩
一
脈
一
脈
一
畑
一
脈
一
脈
一
畑

FuJIm

SPRING

SERENDIPITY

は絹

再見Ⅱ

Ｒｍ
Ｃ
Ａ
副
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｂ

へ
IMSクラス(TAs:5480)

CONTESSAX 石原慎太郎

大口真司

神保和也

北中将博

稲葉文則

内海哲

古川保夫

大儀見薫

草間信二

嶋田武夫

岩田禎夫

世良直彦

唖
一
“
｜
恥
一
唖
一
細
一
蝿
一
疵
一
岬
一
狸
一
回
一
睡
一
唖

戸
、
、
０
ｎ
Ｕ
戸
０
『
上

ハ
ー
「
１
０
．
月
４
勺
１
ワ
合
〃
４

８
Ｑ
ｕ
４
〈
、
４
「
１
４
８
８
ｆ

月
４
Ｆ
Ｄ
、
。
ｒ
《
１
川
詮
向
乙
ｑ
Ｊ
ｎ
Ｏ

ｔ
ｒ

ｅ
ｔ

ｒ
旬
Ｉ
・
ｔ

ｅ
ｎ
．
１
‐
、
ｙ
ｎ
ｅ
・
’
ｑ
Ｊ
・
ｅ
ｅ
ｎ

ｒ
ｅ
ｕ
ｅ
ａ
ｅ
ｒ
Ｕ
’
ｒ
ｒ
ｅ

Ｐ
１
‐
０
Ⅲ
‐
．
Ｓ
‐
ｂ
侭
１
川
Ｘ
か
－
公
１
‐
、

５
０
４
５
７
９
２
６
１
４
４
０

７
８
６
７
６
８
１
４
２
９
３
２

５
４
７
４
７
２
１
６
４
１
２
４

５
５
５
６
５
６
６
５
６
６
６
６

231938

233258

0851

14554

175

23445

21540

15710

4334

RET

RET

RET

岨
一
四
一
田
一
四
一
四
一
即
一
印
一
別
一
虹

訂
一
遍
一
溺
一
弱
一
説
一
妬
一
配
一
羽
一
羽

哩
一
哩
一
哩
一
哩
一
田
一
皿
一
皿
一
皿
一
喝

９
｜
詑
一
弼
一
記
一
弱
－
７
’
７
｜
調
一
皿

虹
一
昭
一
５
’
７
｜
帥
－
７
｜
哩
一
皿
一
調

２
ｌ
４
ｌ
６
ｌ
９
ｌ
７
ｌ
肥
一
過
一
ｍ
一
お
一
畑
一
畑
一
畑

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
’

RACINANTE

しようがく坊

ISISI

LUCKYLADYV

NOPROBLEM

織姫

HAMUHAMU

はやとり

CYGNUSV

MAUPITI

SEAHAUK

CRクラス(TAm)

4143148
6139146
RET

RET

DNC

高城昌彦

熊沢蕃

藤村真示

飯島征四郎

川島正通

TELEMATIQUE

BLACKSHEEP

皿
一
唖
一
郷
一
“
｜
” １

４
４
〔
Ｕ
屯
ｌ

ｑ
〕
Ｐ
ｂ
ｑ
〕
〔
。
Ｓ

３
３
０

ｎ
ｇ
〔
ｄ

ａ
９
ｄ
‐
Ｋ
・
’
ｍ

ｅ
、
ａ
ｒ
ａ

‘
Ｊ
１
ｎ
０
ｙ

０
０
５
５
０

２
６
７
９
１

８
２
７
６
７

１

８
１

５１
９
２
２
７
１１
０
０４
２
２
２
２

訂
一
羽
一
咽
一
吋
一
脈

弛
一
蝿
一
理
一
睡
一
咽

１
’
２
’
’
’
’
三

くるしおⅢ

SALMONm

U・F.O.
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クルーザーレーティングのお知らせ
関東支部CR委員会この2点をかいつまんて､､説lﾘ)します。

クルーザーレーティンク醤が誕生して満5才を迎えまし1.S.T、D・データの採用

た。今では全国に所有艇が約700隻にまで普及していまスタンダード項目……ハルデータ

す。フリートレース、クラブレースにクルーザーレー 準スタンド項目･･･フロティンクぐデータ、リク守データ

テイングシシテムが使用されるだけて､なく、支部レース、否スタンタ翻－ド項H･･････リグデータの一部、セール

本部レースにまで採用きれる様になりました。う。ロペラ、船令。

’90、'91の「鳥羽パールレース」の参加艇数は、現在まてゞに、S.T.Dデータを採用している艇種。

1.0.Rクラスを逆転し、100隻を突破する程となり、今後YAM-28SYAM-30SIIYAM-31S

も噌加する傾向で､す。YAM-34SSWING-31EDVノーマル30

さて、この様て､発展したグループ･レーティンク令にも悩EDVう。レーニングボード30

みや問題点がありますcSTDデータを採用する事により、同一プロダクション艇

問題点の計測値が統一される為、レーティングの大きなバラツ

ヘ，、同一プロダクション艇て謬あっても計測値のバラツキは少なくなります。
キでレーティンク、が違う。2．更新制度の導入

a計測環境の違いによる計illll仙のバラツキ災新制度の導入により、STDデータ採川にあた

bメーカーの製造誤差によるi;|測値のバラツキリ、|1il-艇種のレーデイング値のバラツキを修正す

2フ･レーニングポード、う。ロペラ等、改造、変史のるスタートラインとなる。又、艇の改造、変更等の

データメンテナンスがうまくイ『われていない。データメンテナンスが行われ、より公平なレースを

3艇の売買による証書の変史（オーナー、セール 楽しむ事が出米ます。

No、レーテイング）がなされていない。更新期間……3年毎

対応策として大きく2点に分けて検制して参りました。更新費用……有料

1.S.T.D.データの採川詳細については、次号からのOFFSHOREに禍戦して

2．更新制度の導入参ります。

年会費値上げについて
財務委員長児玉萬平

平成3年の代議員会、総会においてご承認いただきま

したが、協会の雌全な財務体質を維持するには、経常収
へ

人（会費、儀妹料ほか）と経常文ll1!(管理費、間撰}喋

費、会報発ｲ『曲）のバランスがとれていることが望まし

く、現在、会員一人当りにすると約4,000PIの不足に

なっております。つきましては、4,000円のうち半分は

コストの削減努ﾉJによって、残り2,000円は、全曲の値

kげによってカバーしたい旨を、上記会議の折りご脱明

させていただきました。物価尚騰の折り、8年間価上げ

をしていない半と併せまして、皆様のご理解のもとに平

成4年度から、一律2,000円の年会瞥値上げを行わせて

いただきます。従いまして、平成4年度から年会費は、

特別会員22,0001リ正会員9,000｢'1

準会員5,000P1となります。

なお、入会金につきましては、現行のまま据え置きを継

続します。

※支部基金を裁いている支部もございますので､、ご不明

な点は所属支部へお問い合わせ下さい。

以上、よろしくご了承裁きたくお願い申し上げます。

'92年東京国際ボートショウに
NORCコーナーを設けました

海事思想委員会朝河清

’92年2月lllj～161_1まで、東京･晴海、国際児本

市会場にて東京国際ボー|､ショウが開催されます。』

記

92年ポートショウ出展計画について

①目的

会員及び一般ヨット愛好家に親しみやすい協会

のPRと、NORCの会員噌を計る

②実施内容－

1．NORC会員のおさそい

2.NORC事業のPR

3.NORC会員からの会費納入受付

4．ヨット教室の案内

5．その他

③会場南館2階(No40)

同期間中ボランティアでブースでお手伝いいた

だける方（特に女性）を募集します。

NORC(3504-1911)小ll｣までご連絡下さい。
，,､､‐蕊簿？…
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OFFSHOREBRIEFS
､1)stractsOf"le(Ptedil1･ticlesfrOmaPreviousisHuet,･anslate(ll.(),･inte'･nati()nall･eadel･g

Volumel96(0Ctober,1991)

Admiral'sCupl"1(Pages2toa

WeoverwhelmedfamedAustralianteam

byRyojiOda・Teamcaptain.

Cananyothersportingcollventionshavecleal･team

coloI‐ofeachcountrvastheAdmiral'scup？

French,thewinnel･oftheseries,expressedtheil･

characteristicsratherthannationalDower.Their

judgementswereextremelyperceptiveinlasttwo

races･

ItaliansandAmericallswel-ethecIosesttothe

victoryinearlierfol-ecasts・Theywerewellprepared

andmadeusfeeluneasv・Italiancrewmembel-s

werealreadvsettledm()rethanavearbeforehand

andseemedjustwaitmg[()l-thetrophy.Despitethe

expectedvictorybyawidemargin,Italianshad

theirhardtimes・Americanteamwasl-eally"Amer.

ican''・ThoughCHAMPOSA,lackingregulal-helms.

manJ･KOSTEKIwasabitlessimpressive,enthusia-

smoftheownerwasdistinguished.Especially,

one-tonandtwo-tonteamswerejustfol･11othing

butt()win.

Thehometeam,Britishtookadvantageoftheir

situationandwasatoughopponenttoothers.

I-IowabouttheJapaneseteam?、Theirpower,boat

potentialorcrewskillwereveiledthroughoutthe

series.Australians,whohadonceholdtheAmeri-

ca'sCup,wereintheirworstconditionever.

Aftel-theclosegame,wewonbyaslimmargin.

Theletters"JAPAN"wereengravedontheAsia-.

OceaniaCup,HongKongTrophy,oneofAdmira1's

ユ
ヨ

cuptrophies.Theyeal･1991iscommemorativefor

Japaneseteam,whentheymadea''flaw''onthe

Admiral'sCupfil-sttime.

Helmsmenofthreeboats,Toshi()ToyaofWILL,

MakotoNakanoofSPICAandSatoshiNishigakiof

CARINOcontl-ibutetheirnotes.FalT-designed

50-footerWILLwasnewlybuiltatMCCOnaghy"-

inAustralia.Othertwoboatswerechartered.WILL

cameinfirstinaninshoretriangleraceanddid

secondb()thinthe､Charmel'andthe@Fastnet

Races.

Inthelattel-,WILLledtheraceuntilbeingoutstri-

ppedb)'CORUM,whotookdifferentcoursefrom

others.AlthoughSPICAfinishedlastoftheclass,

cl-ewmembersincludingAmericansandBritish

madeexcellentteamwo1-k.CARINOsuffered

unluckybl-okenmastinthe{CoI-umTr()phyrace.

Theystrengthentheirdeterminationt()aimatthe

natiOnalviCt()rv.

18thAWA-ODORlyachtrace(pages8toll)

AWA-OI)ORIisamid-summel-dynamicand

energeticfolkdancefestivalofTokushima,acityin

south-eastJapan.Ithasbeenaccompaniedbya

yachtracefol･19years.OverlOOboatspamcipated

in25-milecourseraceunderperfectweather

conditionwitharoundl5knotsofnortherlvwind.

Theparticipantsjoinedthedanceparadeand

fl-()lickedaftel-therace・TheyplantoappearinSan

Diegotorootfol･theNipponChallengeTeamwith

Awa-Odoridallcingparade.

戸

へ
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第11回沖縄レ し

今月号よりエントリーした艇に

ついて順次紹介していきます。

滝

稲葉氏

義錘

篭
ト

-守

IMSクラス
霊

艇名:LuckyLadyV

＜ジョンセイヤー設計40フィート＞

オーナー：稲葉文則

熱海・伊東フリート

キャフ･テン

現在の"LuckyLadyV"は今年3

月に行われたメルボルン～大阪カッ

プ･クラスC優勝艇の元フラインクﾞ

フィッシュ。

7月の鳥羽レースて課は、IMSク

ラスに出場し、185マイルを、約19

時|川て､走り、完全優勝した。

稲葉氏は87年に|､ランスパック

レースに旧“ロシナンテ''(TAK46)

で､出場し、その後同艇を購入し、本

格的レース活動を開始した。以後

’87ク、アムレース、’88沖縄～小笠

原レース、'88JAPANCUP、'89

オークランド～福岡、'89JAPAN

CUP､'89グアムレースと同艇て､参加

してきた。'90KENWOODCUPにも

"Propaganda''て｡参加した。

稲葉氏の活動範囲は広く、ヨシ|、

以外にも山、タ惑イピンクず、スキーは

セミフ｡ロ並て瞬あり、STCに参加す

る際はBMWのバイクで熱海から飛

ばしてくる有様て､､ある。

"LuckyLadyV''は沖縄レース

の前哨戦として'91グアムレースに

参加する。

なお前出の朝河氏と同氏はヨット

に理解のある、すばらしい奥様のお

かげて騨、ここまて､レース活動が続け

てこれた事は、関東のヨット乗りの

間て､､は周知の事実て､ある。

朝河氏

鰯
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

二至言詞島嵜竺鋒と室汽

『

錘

窪

卸'/'〈
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ッ
キ
ー
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デ
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錘
一_一｣筐一一一

壹琴一一？

IORクラス
へ

ある。パサトーレバカンスの2世で、

は、’78洲本～小棡代レースに優勝

している。「がめら』の名声を決定

的なものにした3艇LIのがめら(T

AK31)では'84のH本縦|析レー

スでは3レーストータルで総合優

勝した。又、’85日本海レース（江

差～ナホトカ）で､は総合2位て､､あっ

た。HALFTIMEになってからは小

笠原返還20周年記念レース’88束戒

～小笠原レースて魯総合優勝、'8911

本海レース（ナホトカ～室iMI)て’も

総合優勝している。

朝河氏のモットーは「楽しくセー

リンク．」の精神であり、今後とも幅

広くレース活動を続けるとの事て’

あ-つた。

艇打:HALFTIME

＜横|｣|一郎設計36フィート＞

オーナー：朝河清／井本邦彦

朝河氏は海事思想沖及委員長及び会

報小委員長

"HALFTIME"は87年3月に進

水したIORボー|､て､最近て､､は神子元

島レースに総合優勝している。

HALFTIMEは朝河氏にとって4艇

目のレースポートて甑、3艇目まで､は

『がめらjを艇名にしていた。あの

〈すんだグリーンの艇で．ある。

がめらは日本でレベルレースが花

やかだった75年頃から活動しており、

エクメスポーツだった1世て､､はレベ

ルレース2位、小綱代カップ。優勝が
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アィムソーiノー

アイムソーリー

今年度最も活躍したチーム。次々

と艇を乗り換え前進している。

艇は換わったが春のコルムカッフ。秋

のジャパンカッフ。優勝。

熱意あるオーナーのもと、春のコル

ムカツプ､秋のジャパンカッフ･優勝。

1

謂籠 7
一

仮 酉
に
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凶
脾

鋼

露震叢雲
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関
東

シィルフィート

シィルフィード

今年は良い年でした。最後に年間

支部別優秀艇の栄誉に輝き、喜びも

倍増です。この喜びを皆と分ちあい

祝杯を揚げます。（オーナー談）

〃へ い
』

、

P

一
》
一

蕊塞霊島牽勇勾．．＝
k古一'一一
Uダ－

海太朗

へ

成生（なりゅう）

近畿･北陸



関東支部

IORクラスI～Ⅱl:

海太朗

石原裕次郎メモリアルレース:A-1クラス1位

小綱代カップ･総合優勝

STC年間総合1位

IORクラス1V～V

SYLPHIDES

ll本ミドルポート選手権IOR総合優勝

関東外洋ヨシ|､選手権シリーズ:IOR総合優勝
ガンダリーナのメンバー

JAPANCUPクラスCl位

STC年|Hj総合2位

近畿・北陸近畿・北陸 F＝

今年噸張った女性チーム:ガンダリーナII

ｲil%i裕次郎メモリアルレース(Bクラス1位）
ドゥービー

今年の春のミニトンの関西選

手権て’レーサー部門に優勝し、

琵琶湖オーフ･ンて、は最大のオー

フ･ンヨットレースで､ある、サム

タイムヨットフェスティバルで

クラス優勝。

ドゥービー

今年の春のミニトンの関西選

丁権て’レーサー部門に優勝し、
冒二挙手可二f-l-Il．_L一・，'一＄］少日一一L／六÷

玄海

「昨年につづいて2年連続優勝は嬉しいですね。

階噸するクルー達、榊、八尋、古賀、橋本、北川、

Ii_1-嵐、佐藤、皆よく頑張ってくれました。今年

は台風19-リーの辿過で､、スタンションと桟橋が接触

し4本ともIﾉ1側にllllがってしまう被害がありまし

たが、それ位て嘩済んて､よかったと感謝していま

す。米イドも又巡統優勝をめざして頑張ります｡」

ステラオーナー村山未明

成''三

粁狭湾フリーl､で活躍してい

る船て､.、’1本海で､は一、二を争

う艇て､､ある。オーナーの高見さ

んが境港で毎年おこなわれる大

漁カップ。で､も毎年上位で活躍し

ている。

戸巳

東海支部東1

東海チャンピオンシッフ･レース

8月31119117日、8H

優勝艇｜､ランコムDS

デニスコナーカップ9月22日

優勝艇ジャスト6

ジ､ヤパンカッフ。に出場するために作った艇で過

去には台風の影響などトラブルにみまわれて3

年半IIてゞようやく全レースにエントリーて’きた

努力の艇。

6．ムーンライトレース10月19日

優勝艇チャレンジ､ヤー

オーナー名：曇谷川富延

過去にパールレースて､も優勝した支部の雌有力

艇で､、常にレースの索引役。

４

l.オーフ。ニングレース4)171-l

全艇DNF

2．五ケ所湾レース511311

優勝艇トランコムDS:TAKEl

オーナー名武部：）y宣

今年推進した岐新レーサーて瞬ジャパンカッフ。に

もIMSて伊出場の秋の東海チャンピオンシッブ

にも優勝。

3.ｴﾘｶｶｯﾌ･ﾚｰｽ6月2｢l

優勝艇オセアニッド

オーナー名吉II|貴彦

今年の東京ポートショーで見たMRXを進水さ

せた餓新艇。ジャパンカッフ･にも出場。

戸
「
Ｕ



へ

」

内海一二

第16回舵杯レース
7月4LI

クラスA優勝カリーニョVIIIFARR40

オーナー、スキッパー吉川浩二

11本を代表するレーサーの一人で､もある。ビック、

レースからお祭りレースと多々参加し、活躍してい

る。

クラスB優勝ESPERANTY26S

オーナー、スキッパー渥美隆

オーソドックスなフ・ロダクションポートだが、大

型艇軽量艇を抑えた兄事な走りは印象的で､あった。

92帆CHTRACECaDENw圧K鉦RlES

播磨灘レース
クラスA優勝AR2

オーナー、スキッパー

稲継一洋

地元姫路を代表するレース

ポートて、もある。高いハンテ

キャッフ｡にもかかわらず良い走

りを見せている。

クラスB優勝ワンパクサン

タ

オーナー、スキッパー

宝川一紀

l/4トンクラスのレーサーから

展型的なファミリーセーラーに

変った一人。

昔練した走りて､最近のレースで

は良い走りを見せている。

ltakaa-QCup
日本ﾐドﾙボート選手権

「スターボ！」「下1下！」「マスト・アビーム！」

ミーティングの連続ラフィングﾏｯﾁ，怒号の嵐。

今年も三浦に日本ミドルポート選手権がやってきます。

質の高いレースと楽しいパーティをご用意して，皆様

にお会いできることを楽しみにお待ちしております。

レース日程(予定）

1992年4月26日（日）;|･第1レース臼｡=了蕊
4月29日(祝）“.第2似豈ス“n$?k篭
5月2日(土）I・第3レース息、ヤぞ:騨訊
5月3日（日）＃‘第4レース…｡"鳶潮、
5月4日(祝）：第5レース･表彰式

時節がら周辺施設の混雑が予想されますので，宿舎の手配は早急にお願い致します。宿舎等のお問い合わせは
関東ミドルボートオーナーズクラブ事務局事務局長能條秀夫横浜市中区山手町15-14（株)五條建設内

TEL.045(651)5200MX.045(651)5300
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神子元島レース航海記
ゼネットスキッパー本多蔵人

』

__J_4241〆イ
ダ

等～

1J旧8--.
函．

こ_＆

８
、
言

９

催

ｒ
‐
。
■

OGがかせげない。利島の方位もほ

とんど変わらない。迷った揚句コー

スを大島に向けてとると、20時ころ？I

1
一一一P－9

〈
蝋,X"雀,』①垂

〕 には風速もあがり半流から抜けられ
へ

たようで､、GPSのSOGも7ノ

卜を示すようになった。この間にも

風はクロックに振れ続け、0.50Z

のスピンをスターポードて綱あげる。

風速は徐々にあがり常に10ノットを

オーバーする様になってくる。この

ままのコースで走ると風早埼をかわ

せなくなるため、ジャイブしスピン

ダウンアビームて､､三崎へ向けコース

を戻す。2115風がアンクロックに振

れたので再度0.50Zスピンをあげ

る。風速は17ノット位て､､安定してい

たが2230頃より20ノットをオーバー

する様になり1.50Zスピンヘスピ

ンチェンジする。そのまま強くなる

と思われたが、風は風速、風向共に

安定せず､NO2ジェノアと1.50Zス
ヘ

ピンとを数回交換した。さすがに

ルーにも疲労の色が見えはじめ口数

も少なくなって来た。2400残航12マ

イル、城ヶ島灯台の灯火を視認する。

このままいけば2時間程度て、フイ

ニッシュできるとナヒ守ゲーターの高

山から告げられると、我に全員元気

づいてきた。0100さらに風は北寄り

になり、最後はNO2ジェノアでフィ

ニッシュラインを切った。

私の総評としては、今回の勝因は、

独自のコースをとった事、クルー全

員が良く食べた事だと思います。

最後に、まだまだ未熟な私たちを、

支援して下さる神部オーナーと大会

運営に尽力をつくしていただいた皆

様、本当にありがとうございました。
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ゼネット

しつつ、落して最短距離をとること

とした。

1100、風弱くなる。初島をスター

ポードアビームに視認する。10時頃

まて叡先行していた2艇がやや後方に

見えて来た。

1200艇速を考えるとこれ以上落し

て走ることも出来ず、また伊豆半島

に近づきすぎることもあり1250ジ

ャイブし、神子元島に向けコースを

とった。1330風がクロックに振れス

ピンタ輔ウン、ライトジェノアをあげ、

ポートアピームで快走する。後続艇

はかなり後方に見える。1420神子元

島を視認。

1500風はさらにクロックに振れポー

|､クローズになり、これ以上振れる

と瓜木埼をかわせなくなる。風の強

弱はあったが、幸いにして風向は、

1600風向は安定し瓜木埼もかわせて

神子元島まであと1．1マイルとなる。

島の最短距離を回るべく、数回の

タックをくりかえす。初めて真近に

見える神子元島を前にクルー全員に

緊張が走る。1645神子元島灯台を0･

に見て無事回航し、スターポードア

ピームで一路フィニッシュラインを

目指すが、19時頃まで反流のためS

J4241ゼオ､ツトスキッパー本多蔵人

11月3日午前4時、眠い目を擦り

ながら合宿所のある逗子マリーナを

出発した。艇は翌朝の早いスタート

に備え前日葉山マリーナより廻航し

係留しておいた。

ゼオ､ツトは今年5月に進水したJ

－39である。

チーム結成後2年IIの我々にとって、

フルメンバー8名のクルーのスケ

ジュールはなかなか合わず、今回の

神子元島レースは3回目のロンクﾞ

レースで､ある。

午前6時前スタート海面に着き、

セ､ｵ､ツトの名コック佐竹の作った軽

い朝食を取り終える頃には、他参加

艇も続々と集まり、スタート前の独

特の緊張感が高まる。

0700やや下有利なスタートライ

ンで､あったがライン中央より充分な

スピードでのジャストスタートを切

ることが出来た。ウェザーマークを

しょうが〈坊、コンテッサに続き3

位で回航しスターポードタックのま

ま0.50Zのスピンをあげる。先行

するしょうが〈坊、コンテッサはや

やのぼり気味のコースを取っている

が、我々は出来るかぎり艇速を保持
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IOR優勝ハーフタイム
朝河清

75年に会員になって以来、いつ

回っても恐ろしい、神子元島、その

灯台を型どったカップを手にするこ

とが出来て感無量です。

以下にクルーリストを載せて長く

記念にしたいと思います。

会員75211朝河清

会員88080松田修二

会員90314平本健二

会員90052蒔田利彦

会員91043亀田誠一郎

会員91147平沢茂利

会員91333水原一樹

会員86104東山晃、一フタイム

ｅ
４
ｑ

以上

『鱗ン

，噂

鮎
腎騨樋

や執札

鐸

今月の表紙:三洋証券ニッポンカップ国

際ヨットマッチレースで，2度目の優勝

に輝いたピーター・ギルモアと，クルー

たち（写真／添畑薫）

“

:,聯

OFFSHORE第198号平成3年12月15日発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料46円）

発行社団法人H本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-11-2(第2船舶振興ビル5階）

電話・東京03(3504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

印刷明宏印刷株式会社
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FIRST｡5の後を､追おうとしてはいけない。

彼女は10年先を走っているから。
｢速さ｣がこのように美しかったことが､あっただろうか。

FIRST｡5シリーズわったのは､ジャン･ベレーとブルース･ファー。

レーサーとしての帆走性能、洗練されたファ､ソ4人の叡知は美しく結晶し、10年先を走ってい

ション性、そしてこのうえなく快適な居住性をもる。

兼ね備えた新世代のレーサー＆クルーザー、クルーズシステム

それがFIRST｡5シリーズ。ひとつの奇跡とこのシステムを利用すれば、たとえ少人数で

もいえる、このシリーズの誕生を語るとき、ベネも､スムーズなセーリングカぎエンジョイできます。

トウの名のもとに集まった4人の匠匠たちの斬アイテム･ラインアップは、メインセールE･ZIP

新なクリエイティビティを忘れてはならないだPACK、ゼノア･ファーラーE･FLEX、リジッ

ろう。内装テ．ザインは、フィリッブ･スタークとド･バング､バックステイテンショナーなど､多彩。

ピニンファリーナが担当。外装テ､ザインに携FIRST45E)5,41@5,385のオフ°シヨン。

セール面積(ﾒｲﾝ､算'ゼﾉｱ）全長(ハル）全幅 吃水 デザイン

内装デザイン：フィリップスダーク

外装デザイン：ジャンベレー
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’3．90m4．25，2．’5m53．00，，58．00m，内装デザイン：ビーンファリーナー

15．75m4．48m2．45m55．00mユ79．00m：外装デザイン：ブルース･ファー

フイリップスタークー現代挫築、インテリアの分野で11t界的な人気を誇るアーキテクトデザイナー。

ビーンフアリーナーー名車フェラーリなどのデザインで知られる、イタリア屈折の工業テザイナー。

ジヤン･ベレーーーフランスを代衣するilI:界的ボートデザイナー。

ブルース･ファ－－世界のビッグレースで圧倒的な人気を誇るボートデザイナー。

世界で最も愛されているヨット｡ベネトウ

酢NETEN刀
日本総輸入販売元ファユトマリ→ノ

神奈川県三浦郡葉山町一色370TEL.0468(76)1771FAX.0468(:

大阪事務所／大阪市西区新町1-17-8ハイネス新町公園503TEL,06(5

郡葉山町一色370TEL､0468(76)1771FAX､0468(76)1044

大阪市西区新町1-17-8ハイネス新町公園503TEL,06(532)9211

●カタログこ希望の方は

左記宛お申し込み下さし


